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こう聞かれたら、君はどのように答えるだろうか？
「キャリアアンカー」とは、個人が自らのキャリアをつくる上でもっとも大切で、譲るこ
とのできない価値観や欲求のこと。周囲が変化しても、自分の内面で不動なもの、キャリ
アにおけるアンカー（錨＝不動点）を表している。（エドガー・Ｈ．シャイン）

2021年の平均寿命は男性81.47歳、女性87.57歳。君たちの2人に1人は100歳まで生きる、
人生100年時代が到来した。日本では少子高齢化が進み、生産年齢人口はどんどん減って
いる。結果、１社で生涯働き続け、60歳から年金暮らしをする昭和の人生とは大きく変わ
る。君たちがもらえるであろう年金は減り、体が動くうちはずっと働き続け（60-65歳で
の引退はほぼなし）、転職や起業をする。

かつては人生に目指すべきモデルがあり、自然と人生設計ができていた。しかし現代は何
をやったら「合格」「100点」か誰もわからない。人生100年時代、自分の生き方を自分
で決断することが必要だ。
そしてそこに必要なのは、「連続スペシャリスト（専門性）」、「協力して起こすイノベ
ーション（人的ネットワーク）」、「情熱を傾けられる経験（生き方・価値観）」の3つ
だ。つまり、できること、君のために動いてくれる人、譲れない大切なもののが人生100
年時代には必要となる。

じゃあどうすればいいのか。
君たちの先輩には、歩みたい人生を切り拓いていく人たちがいる。彼らは、自分は何者か
を振り返り、VISIONやWILLを設定している。VISIONは将来やりたいこと、WILLは
VISION達成のためにやるべきことだ。キャリアや働き方の概念は大きく変化しても、
VISIONを細かく設定し、WILLを達成すべく努力することで、自分の生きたい人生に近づ
ける。

自分の頭で考えて行動し、発言すること、上手くいかなくても明るくポジティブに考える
ことが大事だ。成長できる時期は短い。

君はどんな人生を生きたいか。先輩たちの例を参考にしながら、早速考えてみよう。

君はどんな人生を生きたいか？
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出典：
エドガー・Ｈ.シャイン（2003）.『キャリア・アンカー―自分のほんとうの価値を発見しよう』.白桃書房
厚生労働省.「令和３年簡易生命表の概況」.厚生労働省.
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life21/index.html

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life21/index.html


私の履歴書の書き方
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WILLはより具体的に
書いてみよう！振り返って、
達成したかどうか判断できる
書き方にしよう！

人生でうまくいった
ところだけじゃなくて、
モチベーションが下がっている
ところや失敗談も書くことが
大事だよ！

 

もし今の時点でわからなくて
も仮で考えてみることが大事
だよ！どんな人生を過ごして
いたら君は嬉しいかな？

思い出せる時期から書いて
みよう！正解も不正解もな
いから、勇気出して本音で
書くことだ大事だよ！



中高生に向けた大学生によるワークブック
キャリア編

P５　津田塾大学総合政策学部3年 小林 真緒子　
 　　   #教育　#探究学習　#学校づくり　#不登校

P７ 　慶應義塾大学環境情報学部2年 中島 幸乃　
　　　#LGBTQ+　#ダイバーシティ　#表現者　#ミュージカル　#起業

P９ 　都内私立大学教養総合系学部3年 東口 宜香
　　　#適応障害　#うつ　#自信　#地方進学校　

P11　 静岡大学地域創造学環3年 高橋 奈那
　　　#防災　#震災伝承　#岩手県釜石市出身　#東日本大震災　

P13　 名古屋大学医学部保健学科2年 五島 里紗
　　　#福祉　#福祉の魅力発信　#メディア運営　#ボランティア 

P15    立命館大学政策科学部１年 飯塚 龍馬
　　　#ヘルスケア　#難病　#eスポーツ
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P25 愛媛県双海町地域おこし協力隊 上田 沙耶　
#地域おこし協力隊　#移住　#双海　 #まちづくり 

P23 財務省官僚 土田 歳彦
#財務省　#官僚　#政治家　#農家出身

P19 慶應義塾大学総合政策学部4年 北村 理紗　
#高校留学　#オーストラリア　#教育活動　#SDGs/キャリア教育

P27 金沢大学4年 中西 辰慶　
#バイオサイエンス　#数学専攻　#博士　#昆虫食

P29 東京大学大学院工学系研究科博士課程  高堰 うらら
#帰国生　#起業　#工学部　#都市計画専攻
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P17 法政大学現代福祉学部1年 白羽 優之介
#まちづくり　#商店街の活性化　#清掃会社3代目　#フィリピン

P21 脳外科医 飯森 崇　
#医師　#脳外科医　#医学部　#サッカー部



津田塾大学 総合政策学部 3年

小林 真緒子

#教育　#探究学習　#学校づくり
#不登校

出身：東京の下町
中高：都立両国中学・高校
中高の部活：茶華道部

VISIONは、「社会に開かれた学校づくりと、
学びの生まれる地域作り」に貢献すること。
そのため、一般社団法人アンカーで中高での探
究学習の企画と実行・単発授業・#SASSの運営
などをしています。
同時に、次世代ユネスコ国内委員会ではグロー
バルな視点も交えて日本の教育のあり方につい
て考え活動しています！

　 こばやし　　　　　   まおこ
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　小さい頃から周りの目をものすごく気にする性格で、常に”いい子”でいたいと強く思っていました。
受験して入った中学では周りが同じくらいの学力で、「落ちこぼれてはいけない、優秀でなくてはいけ
ない」という意識がさらに強くなりました。気づいたら学力（偏差値）が自分の価値を測る大きな指標
に。思うように成績が伸びず、劣等感と焦りから自分を気持ち的に追い詰めていきました。中2の2学
期、糸が切れたようにストレスが爆発し、1年半教室に入れなくなりました。人生で一番の挫折経験だ
が、自分が変わらざるをえなくなったいい機会だったのかもしれません。

　その後付属の高校に内部進学。どうにかして変わらなくてはと思い、課外活動に参加し始めました。
そこで出会った人たちは学校を超えて社会に目を向け、将来何をしたいか考え、行動していました。私
もっと色んな人と関わり経験を積んで、自分の興味を深掘りたい！と思い、全国の高校生対象のイベン
トや地域のボランティアなどに積極的に参加しました。学びを学力など周りとの比較ではなく"自分
軸"で楽しめるようになり、心も回復。この経験が、「社会に開かれた学校づくりと、学びの生まれる
地域作り」に貢献したいという、今のVISIONに繋がっています。

Point1　教室に入れなくなった中学時代

Point2　課外活動で心が回復

挫折経験は
自分が変わるチャンス

とも捉えることが
できるね！

目の前の宿題やテスト
に追われていたけど、

課外活動にも挑戦
してみようかな！
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#LGBTQ+　#ダイバーシティ
#表現者　#ミュージカル　#起業

慶應義塾大学 環境情報学部2年

中島 幸乃

出身：千葉県
中学：頌栄女子学院
高校：慶應義塾女子高等学校
中高の部活：演劇部、軽音学部、奇術部(マジ
ック部)、バスケ部

中島幸乃（なか「し」まゆきの）です。
LGBTQ+当事者です。
私は、「個性が認められ、大人が夢を持つ社会
を体現する表現者」になります。
そのために、各地の中学校や高校にダイバーシ
ティ授業を行ったり、実体験をもとに、10 代
の LGBTQ+の居場所「cafe Moonlight」立ち上
げました。小学館のウェブメディア「steenz」
や、BS テレビ東京の特番などメディア露出も
しています。

　なかしま　　　　ゆきの
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　私は中学受験をして中高一貫に入ったのにも関わらず、高校受験もした珍しいタイプです。大好きな
演劇や俳優活動として芸能活動をやっていたら、中学退学になり、高校に上がれなくなりました。中学
受験の時は目標がなく、ただ「双子の片割れに負けたくない」「頭良い自分でいたい」と思うのみで勉
強をしていました。しかし高校受験の時は1回失敗している分、そして退学になった悔しさから最初か
ら「慶應女子に入るんだ！」と目標を決めて勉強。一日16時間の猛勉強の末、早慶青学の附属など受け
た全ての学校に合格しました。

　私がLGBTQ+だと気づいたのは、18歳の時です。初めて彼女ができ、「自分はレズビアンだ、同性愛
者だ」と思いました。しかし、SNSやネットで自分のセクシャリティを探求することしかできず、誰に
も相談できなくて孤独でした。ですが、まず親友一人にカミングアウトをし、事業立ち上げを機に、両
親にもカミングアウトしました。保守的な父に理解をしてもらうのは大変で、時間をかけて今もコミュ
ニケーションをとっています。

Point1　中学退学からの猛勉強

Point2　LGBTQ+をカミングアウト
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カミングアウトは
しなくても良いものだけど

親へのカミングアウトで
悩む人は多いんだね。

 

どんな職業に就きたいか
より、自分がどうありたいか

を優先してキャリアを
決めてるね！



#適応障害　#うつ　#自信
#地方進学校　

都内私立大学 教養総合系学部3年

東口 宜香 
ひがしぐち　　　 よしか

出身：北関東
中高：一貫のいわゆる自称進学校

地元から離れたく、県外の私立中学を受験し東
京の大学へ進学しました。
大学1年生の秋、高校生のころから温めていた
自信の無さが爆発し適応障害と診断され、それ
から一年程無の時間を過ごしていました。
都会の夜景とお酒が好きです。
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　容姿端麗で愛嬌のある人気者な親友とその横にいる自分。「勉強も運動も他の活動も、私のほうが結
果も出してるはずなのに褒められるのは親友ばかり……」という思考に囚われ、周りには引き立て役と
呼ばれ始め、完全に自信喪失しました。積極的だった性格も正反対の内気な性格に。人と喋ることが苦
手になり、大好きだった創作活動もなんだか恥ずかしくなってこのタイミングで辞めてしまいました。

Point1　親友と自分を比べて自信喪失

　その気持ちを引きずって大学に入り、夢や目標を持って努力している同級生を見て大学に通うのが怖
くなってしまいました。しかし、今でもとても難しいことですが、自分の好きなことを一番大切にして
あげるように意識するようにしてからは、不必要に悩むことは減った気がします。高校の頃や1年生の
頃は視野狭窄で自分勝手だったな〜と思えるようになりました。

Point2　人と比べて生きてたら人生破滅

周りと自分を比較して
生きていると悩みが

尽きないね

人と比べないように
するってすごく難しい

けど…自分の好きなことは
大事にしていたいな
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静岡大学地域創造学環
地域サステナビリティコース3年

高橋 奈那

#防災　#震災伝承
#東日本大震災　#岩手県釜石市出身　

出身地:岩手県（釜石市）
中学：釜石市立釜石中学校
高校：岩手県立釜石高等学校
中高の部活：陸上競技部

高校時代に「中高生向けキャリア教育」をテー
マに活動する中で、釜石の地域課題に取り組む
人と出会い、「私も釜石のために何かした
い！」と思うようになりました。思いを形にす
べく、地域課題解決の知識を付け、実践的に取
り組める静岡大学地域創造学環に入学しまし
た。大学では地域課題解決のための活動以外
に、防災サークルで防災活動を行っています。
静岡県内を中心に東日本大震災の伝承活動を行
っています。

　  たかはし　　　　  なな

11



　勉強と部活に追われていた高校1年生。ある日、貼られたポスターを見て釜石で働く大人と語るイベ
ントに参加。17年間過ごしてきた地元釜石について何も知らなかったことに気づいた。釜石で地域活性
のために働く大人に出会い「私も釜石のために何かしたい！」と思うようになった。高校生の自分に何
ができるのか。それまでの人生を振り返る中で、「進路の選択肢や、大学や職業について知る機会の少
ないこと」などキャリア教育に課題を感じていた。そこでキャリア教育に取り組もうと決め、行動し、
多くの人と出会った。その行動が自分が変わるきっかけとなり、人との出会いを大切にしたことで将来
    進みたい軸が定まった！

Point1　地元釜石のために何かしたい

　新しい土地、静岡でスタートした大学生活。ここでも何か活動したいと思っていたが、行動できずに
いた。授業、遊び、バイトの繰り返し。楽しいけど物足りなかった。そんな時大学に防災サークルがあ
ると知り、高校時代に興味があった防災に取り組もうと決めた。サークルで釜石出身だと伝えると、
「東日本大震災の伝承活動をやってみたら？」と提案された。早速大1の冬に釜石市の講座を受講し
「大震災かまいしの伝承者」となった。いざ伝承者として活動をスタートしたが、直接津波から逃げて
いない私が話してもいいのか悩んだ。同じ悩みを抱えて活動をしている友人に相談し、悩みが軽くなっ
た。私にできる震災伝承は、釜石の出来事を伝え、震災当時の私が感じていたことやその後のまちの復  
    興過程の様子を伝えることだと、今は胸を張れる。

Point2　大震災かまいしの伝承者
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僕もずっと同じ場所に
住んでるけど、地元のこと

はほとんど知らないな。
育った地域のために

できることあるのかも。

自分に何ができるか
わからないときには、

色々な人と話してみると
いい提案をもらえるかも！



名古屋大学医学部保健学科2年

五島 里紗

#福祉　#福祉の魅力発信
#メディア運営　#ボランティア 

出身地：岐阜県
高校：岐阜北高校
学年：大学2年
年齢：20歳

中学の時に老人ホームに行き、高齢者を支えた
いと思った経験から大学でリハビリを学べる学
部に進学しました。寝ることが好きです！(笑)

現在は、株式会社musbunで活動しています。
musbunは福祉体験のマッチングサイト
「musbun」の運営、福祉の魅力発信、採用支
援、交流イベントなどに取り組んでいます。そ
の中で私は、福祉の魅力を伝えるために、福祉
施設などの取材や施設の魅力を伝えるお手伝い
を主にしています！

　　ごしま　　　　　りさ
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　小学校時代までは自分の意見を主張することが少なく、人と大きく衝突することはありませんでし
た。中学に入ってから「いじり」などのノリが合わず、初めて人と衝突し、人間関係で悩むようになっ
たんです。しかしその結果、価値観が合う別の友達を見つけることができ、自分の意見をきちんと表現
することも必要だと学びました。

Point1　中学時代の友達とギクシャク

　高校時代は部活や勉強に追われ、自発的に何かをすることがなく、周りも同じような人ばかりだった
ので焦りなども特に感じていませんでした。しかし、大学生になりダラダラ過ごすままではいけないと
思い、ボランティアやインターンに申し込んでみました。その結果、様々な出会いや経験をすることが
でき、やりたいと思ったことは自ら行動することが大事ということを感じました。

Point2　ボランティア・インターンについて
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学校で友達との関係が
ギクシャクしてるんだよね。
思い切って自分の意見をちゃ

んと伝えることが
必要なのかも。

自由な時間も多い大学生の
うちに、チャレンジ

して様々な経験を積んでお
くと良いのかな！



立命館大学政策科学部１年

飯塚 龍馬

#ヘルスケア　#難病
#eスポーツ

出身地：東京都
高校：東京学芸大学附属国際中等教育学校
学年：大学1年生
年齢：20歳

高校2年生の時に、周りへの劣等感や自己嫌悪
をモチベーションにeスポーツでの課題探究を
始めました。
大学では、inochi WAKAZO Projectにて東
大・京大・阪大・医学部生と一緒に、ヘルス
ケア領域で課題解決に取り組んでいます。直
近では2025年大阪・関西万博に向けて動いて
います。「いのち」やヘルスケア課題につい
て若い世代が向き合う機会を増やしていきた
いです。
ほかにも、教育やメディアなど「恩送りが溢
れる社会」の実現のために日々活動中です。　いいづか　　　  りょうま
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https://inochi-wakazo.org/


　30歳以降に教育分野に腰を据えて関わることが出来るよう、キャリア形成をしたいと考えています。
様々な人との出会いや新規事業の立ち上げ、就職先での業務等で多様な刺激を得たいです。

Point1　将来の展望

　高校生の時には好きだったゲームをきっかけに課外活動に取り組みました。大学でも課外活動は継
続しているほか、ゼミやインターンなど、大学外における活動に参加することで今後のキャリアの糧
としています。

Point2　探究活動への一歩

学校がすべてじゃないんだ
ね。僕もいろんな大人と話

してみたい！
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私もゲーム大好き！
自分の好きなことに

関することで社会に貢献出
来たらうれしいな！



#まちづくり　#商店街の活性化
#清掃会社3代目　#フィリピン

出身地：東京都大田区
中学：大田区立安方中学校
高校：私立自由ヶ丘学園高等学校
中高の部活：剣道部(幽霊)、美術部

白羽です。物心が付いた頃から趣味や活動に明
け暮れて、勉強から目を背けていました。
高校時代は商店街に着目した地域活性化や清掃
会社の経営に取り組みました。
大学では商店街から一歩外に出て、地域の子ど
もたちを主体としたまちづくりを企画していま
す。また清掃会社の方はエリアの拡大と福祉領
域に挑戦中です。

白羽 優之介
法政大学現代福祉学部1年

　　しらは　　　　　ゆうのすけ
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　僕は元々、絵を描いたり、歌ったり、お芝居をする表現者として生きていきたいと思っていました。
そのために幼少期からミュージカルに触れ、中1から藝術予備校に通い、大学は藝大を志望していまし
た。そんな僕でしたが、高1の夏に「視野を広げたい」とカッコつけて、日本を飛び出してフィリピン
のボランティアプログラムに参加しました。そこで貧困問題の現実を肌で実感してから、日本に帰って
きた自分は自分でないようでした。ペンが進まず、構図が捉えられない。その瞬間から既に僕の思いは
   別のところにあり、今の自分を造ってきた分岐点だったのかもしれません。

Point1　東南アジアの貧困問題との出会い

　まちづくりの持つ力に社会課題解決の可能性を感じ、色々な角度から挑戦してみました。しかし今一
つ形がつかめず、殻を破れていない気がしていました。そんな時、美術部の顧問からの推薦で全国高等
学校総合文化祭東京大会（文化部の全国大会）の実行委員を務めることになり、成り行きで部門の委員
長になりました。委員会の規模で見たら100人もいる生徒の上に立つため、とても緊張しました。しか
し、ふたを開けてみるとリーダーは僕にとって超適性で、とてもいい経験になりました。現在は学生団
   体のリーダーとして地域と関わり、組織運営をしています。

Point2　総文祭実行委員の経験
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フィリピンでの経験が
人生を変えたんだね！

思い切って挑戦して
みると新しい自分を
見つけられるかも！

組織の中で
どのような立場が

自分に向いているのかな。
意識して動いてみよう！



#高校留学　#オーストラリア
#教育活動　#SDGs/キャリア教育

慶應義塾大学総合政策学部4年

北村 理紗

出身地：東京都町田市
中学：町田市立の中学校
高校：東京都立国際高校
中高の部活：水泳部、女子サッカー部

高校時代、1年間オーストラリアに留学しまし
た。国連やNGOなどで国際協力がしたいと思い
慶應義塾大学法学部政治学科に入学しました
が、やりたいことが変わって学部を変えていま
す。高校から課外活動を始め、大学ではSDGs
のコンテストを作って運営したり、法人を作っ
て全国の中高でSDGs やキャリアの授業をする
など教育活動をしています。
モットーは、「行動で自分の人生を切り拓
く！」です。

　きたむら　　　　　りさ
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　引っ越しの関係で友達ほぼ0で中学生活スタート。クラスには一軍生徒が集結し、クラスメイトが過
度なからかいや悪口を言われ始める。落ち度のない人を傷つけるのが許せず、正義感の強い私は注意し
たり先生に報告しターゲットになる。彼らのために泣いたり登校しないのが悔しく、親に心配をかけな
いよう学校に行き続け一人の時に号泣。「あいつらより絶対に良い学校行って良い人生送ってやる！」
精神で猛勉強。国籍も文化も言語も多様な高校で、一人一人の個性を大切する温かい人に沢山   
  出会う。中学校が世界の全てだと思っていたけど、世の中はもっともっと広かった！

Point1　いじめからの脱却

　高校には帰国生や在日外国人生徒など国際的なバックグラウンドを持つ生徒が多く、教室では3、4カ
国語飛び交う毎日。唯一の特技だった英語で自信喪失。私も帰国生みたいになればいいじゃんと思い、
奨学金のプログラムでオーストラリアへ。憧れの海外キラキラ高校生活とはかけ離れ、友達の作り方を
忘れるほど友達ができず4ヶ月ぼっち。応援してくれた家族や友達に申し訳なく、環境は変わらないか
ら自分が変わるしかないと殻に閉じこもるのをやめた。ランチグループやサッカーチームに入  
   り生活が楽しくなる。帰国後は日本語なら無敵だと自信がつき、視野も行動範囲も世界に広がる。

Point2　高2でオーストラリア留学

留学に興味はあるけど
自信なかったんだよね。

だけど勇気出して挑戦
してみようかな！

学校での人間関係に悩んでこ
の世の終わりだと思って落ち
込んでたけど、もっと世界は

広いのかも。
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#医師　#脳外科医　#医学部
#サッカー部

脳外科医

飯森 崇

出身地：千葉県館山市
高校：開成高校（東京都）
大学：慶應義塾大学医学部
中高の部活：サッカー部

大学時代は、医学部体育会サッカー部に6年間
所属していました。学生時代は、体験知を増や
すために、たくさん旅行したり団体に所属した
りしました。また、医学部コミュニティは他分
野との関わりが少なく、多様な人と繋がりを作
るため、シェアハウスに住みました。一生の友
人ができました。医者という仕事も多様なバッ
クグラウンドの方と接する職業で、学生時代の
経験が生きています！

　  いいもり　　 たかし
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　僕の高校は、毎年東大や医学部の合格者が非常に多い高校でした。そのためとりあえず医学部、とり
あえず東大を目指す生徒が多くいました。その中で自分は何をしたいのかわからず、悶々と悩んでい
た。興味のある分野に突き進んでいく同級生に影響を受け、僕は人体、特に脳の仕組みに興味があり、
医学部を受験しました。高校時代に悩み、興味を見つけ、必死に勉強したからこそ今の自分があり、将
来にも繋がっています。

Point1　医学部に入ったこと

　大学時代、医学部に入ってから他分野の人と関わりがほとんどなくなってしまいました。もっと多様
な人と関わりたいと思い、思い切ってシェアハウスに引っ越しました。入居したシェアハウスのコンセ
プトは、「らしさが交差するコミュニティハウス『アオイエ』」。多様なバックグラウンドを持ち、個
性豊かで、夢を持って進み続けていく人たちに出会いました。今でも定期的に集まって近況報告や将来
について語ったりしていて、帰ってこれるホームであり、頑張る元気の源でもあり、とても大切な仲間
です！

Point2　シェアハウスでの多様な出会い

高校時代の選択が将来に
大きく結びつくんだね。

僕も悩みながら将来のことを
考えてみよう。

過ごしやすいコミュニティ
から出たくない気持ちはある

けど、殻を破れば新しい
価値観と出会える

こともあるんだね！
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財務省官僚

土田 歳彦

#財務省　#官僚　#政治家
#農家出身

出身地：九州
中学：市内の私立中学校（自転車で片道1時間
30分）
高校：寮生活

最寄駅から自転車で1時間30分かかる、九州の
田舎で育ちました。総理大臣になって日本をよ
くしたいと思い、政策を勉強するために慶應義
塾大学経済学部に進学しました。目標が変わる
瞬間もありましたが、現在もこの夢を追いかけ
て、日々の仕事に全力で取り組んでいます。田
舎で育ったということもあり、大切にしている
のは「向上心」です。昨日よりも今日の自分が
一歩進んでいて、それまで見れなかった景色の
前線に立つ瞬間に喜びを感じます。

　　つちだ　　　　としひこ　

23



　高１の時、同居していた祖母が亡くなりました。祖母はどんな時でも味方になってくれ、最大の応援
者でした。そんな祖母に努力している姿を見せていなかったことに、かつてない後悔で大号泣。自分の
人生を全力で生きていないことに気づき、猛烈に努力して自分の人生と向き合うことを決意しました。
全ての時間を勉強時間に費やし、成績が爆上がりしました。全力の努力は、周囲も自分も全て変える可
能性があることを体感しました。

Point1　祖母の死と決意

　大学に入ってから夢を持つ友人と出会い、多くの刺激をもらいました。自分とは全く違う分野の夢を
持つ友人であっても、姿勢や価値観など尊敬できるところばかりでした。彼ら彼女らに負けないよう、
自分の分野では誰よりも詳しく、活躍できるようにトップを目指して日々努力しています。よきライバ
ルであり、これから日本を共につくっていく仲間です。

Point2　大学での仲間との出会い

「努力で変えられる、
全力で人生を生きる」

を体現してるってかっこい
い。僕も夢に向かって

突き進もう！

将来やりたいことを明確に
持って、進路を決められる
と成長できるチャンスも多

そうだね！
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#地域おこし協力隊　#移住　#双海
#まちづくり 

愛媛県双海町地域おこし協力隊

上田 沙耶

出身地：横浜出身
高校：神奈川県立希望ヶ丘高校
大学：青山学院大学

徳島、横浜と市街地で育った。チェーン店もな
い田舎である双海のばあちゃんちによく帰省し
ている中で、田舎の豊かさに惹かれ、大学４年
進学と同時に移住。
ストレートで大学も卒業しつつ、地域おこし協
力隊として活動。
双海のファンを増やす「双海FAM」というブラ
ンドで、双海の一次産品を活用した商品開発や
オンラインショップの運営などを行うほか、ゲ
ストハウスと喫茶店が併設する「海に恋する泊
まれる喫茶店ポパイ」を経営している。

今後も双海でまちづくり×ビジネスをしていき
たい。

　　うえだ　　　　　さや
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　高校3年、指定校推薦で早めに受験を終え、バイトして貯めていた貯金を使って一人旅に。ひとりで
入る地元のお店やゲストハウスでの、色んな大人との出会いの中で価値観が一気に広がり、考え方が
変わっていったのを覚えています。
それから一人旅にはまって、色んな町に1人で赴き、色んな生き方をする人たちに出会う中で、自分の
生き方についても早いうちから考え始めていたと思います。

　大学生では、天職だと思っていた飲食の接客のバイトに励みながらも、とにかく色んな経験を
してみることを意識しながら、貯めたお金で遊びまくり、旅をしまくりました。さらに、大好き
な愛媛・双海町のばあちゃんちにも遊びに行っていた中で、「こんな田舎に帰っても何にもな
い。人もいなくて商売もやっていけなくて、この町はもう終わってる」と祖母が嘆くのをきいた
   とき、初めて地域創生に興味を持ち、「自分がなんとかしないと」と使命感が湧いた。

Point2　大好きな双海に1人で通っていて…

高校生や大学生のうちから
やろうと思ったらなんでも
できるんだね。なんか元気

になってきた！

私は思い入れのある
町ってなかったけど、

自分でも探せるのかも！
まずはさやさんのところ行

ってみようかな！
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#バイオサイエンス　#数学専攻
#博士　#昆虫食
出身地：東京浅草 
高　校：都立文京高校
大　学：金沢大学
専　攻：機械工学→数学→バイオサイエンス
年　齢：24歳 

4月から奈良先端科学技術大学院大学の修士課
程（博士前期課程）でバイオサイエンスの研究
を行います。
入学してから大学の勉強が自分のやりたいこと
と違うと感じ、しかしやりたいことがわからず
悩みました。そして転学類という制度を利用し
数学専攻に変え、今度は大学院進学でバイオサ
イエンス（生物）に変えます。
私自身、進路決定や専攻選びで悩んだこともあ
り、研究活動だけでなくキャリア教育等でも活
動していきたいです。
自分が楽しむことを大事に活動してます！

金沢大学数物科学類4年

中西 辰慶
ふりがな
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　高校3年の秋、昆虫食の活動をしている方に出逢いました。虫を食べるというと気持ち悪いという声
が聞こえてると思いますし、そう感じる人も多いはずです。しかし、世間の目を気にせず自分の道を、
自分のやりたいことを貫いてる生き方がカッコいいと感じました。自分もこんな生き方をしたいと感
じ、同時に自分にはそこまでやりたいことがないことにも気づきました。それを見つけるために、大学
入学後は興味のある活動をとにかく行いました！

Point1　ひとつの出逢い

　大学一年生の春休み、アジアを旅しながら自分の人生に向き合う海外教育研修事業に参加しました。
初めての海外で仲間と共に10日間旅をし、人生を振り返り、将来を考え、アジアの人と触れ合う中で、
私にとっての「普通・常識」がいかに偏っていたものかを知りました。この研修に参加したからこそ、
自分の人生は自分で選べると感じました。その後の休学や転学類、バイオサイエンスへの大学院進学と
いった決断ができたのはこの経験が大きいです。

僕も小さい時から自然とか
虫とか好きだけど、研究者
っていう道で将来に結び付

けられるのかも！

日本を出て異文化
に触れて、自分の当たり前

を壊していく。
そんな体験私もしたい！

探してみよっと！

Point2　海外教育研修
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#帰国生　#起業
#工学部　#都市計画専攻

東京大学大学院
工学系研究科 博士課程 都市工学専攻

高堰 うらら

住んでいたところ：東京、ワシントンD.C.
中高：Westland Middle School、高陵中学校、
　　　東京学芸大学附属国際中等教育学校
大　学：慶應義塾大学法学部政治学科
大学院：東京大学大学院工学系研究科修士課程
　　　　、博士課程（休学中）
専　攻：都市計画
中高の部活：サッカー、テコンドー、バレエ、
　　　　　　陸上、登山

VISIONは、「社会として個人を支える環境」を
つくること。個人自らが自分の環境を選んだり
変えられる社会を設計し、動かしたいです。
OYW Japanのアドバイザー、オモテテ株式会社
の代表として生理用品をあらゆるトイレで配布
するサービス、一般社団法人アンカーではキャ
リアやSDGsの教育、NPO法人Your Schoolでは
院内学級に取り組んでいます。　　たかせき　　　　
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　アメリカに行ってから初めて転校し、2校目。自分の「好き」や「強み」を追求することを最優先し
てくれる先生が多く、当時勉強や他人と関わることが苦手だった自分にとってそれらが変わったきっか
けとなった。

Point1　小3のときの転校

　復興の現場や当時開催された国際会議などに参加をしました。その時、日本への見方や自分の社会課
題へのアプローチなどについてあらゆる発見があり、自分のまちづくりへの関心などを高めた起点にな
りました。

Point2　高校時代、石巻への訪問

うららさんは転校が多く
て、小中学校で6つの学校に

通ったんだって。

環境がたくさん変化して、
色々な人と出会ったきたから

こそ取り組もうと思った
VISIONなんだろうな。
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